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農林水産省 畜産環境シンポジウム 講演資料

未利用森林資源を活用した
養鶏場における

臭気対策実証実験について

臭気対策とアニマルウェルフェアの両立を目指して

エステー株式会社
取締役常務執行役
山本一成
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10年後の

ありたい姿

暮らしと社会を豊かにする

ウェルネス・カンパニーへ
中長期の成長テーマ「かおり×ウェルネス×グローバル」のもと、日用品の領域を超え、健康

志向・ナチュラル志向・サステナビリティ志向という人それぞれの価値観に応える商品・サー

ビスを提供し、すべてのステークホルダーが健やかで笑顔のある豊かな人生を過ごすことに

貢献する会社になる。

パーパス

こころに響くアイデアで、
ふとした瞬間を、
ふふっと笑顔に。

エステーが目指す姿
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産学官連携による事業化 （クリアフォレスト事業）
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樹木の香り成分による二酸化窒素除去試験
トドマツ葉油の空気浄化能力が圧倒的に高い事を発見！

トドマツ（椴松）：マツ科モミ属
学名：Abies sachalinensis

※「マツ」と呼ばれるが、実は「モミの木」

圧倒的空気浄化能力を持つ、北海道トドマツとの出会い
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トドマツの空気浄化成分の特定と作用機序の解明

特許第787293/5804561号「有害酸化物の除去剤および当該除去剤を利用する有害酸化物の除去方法」
特許第5508388号「高モノテルペン成分含有精油、その製造方法及び当該精油を用いた環境汚染物質浄化方法
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ハーベスターによる枝払い

地元企業と連携し、「林地残材回収システム」を開発

現地林業会社とのパートナーシップ
地域雇用の促進

「サーキュラーエコノミー」

日本全国の林業におい
て、空気浄化成分を多く
含む枝葉は全く利用され
ておらず、「未利用資源」

となっている
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Vaccumed Microwave-assisted steam distillation

減圧マイクロ波水蒸気蒸留装置

高効率で環境負荷の低い画期的抽出装置（VMSD）の開発

余った粉体は
牛舎の敷料として販売

地域経済への貢献
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得られる「３つ」の成分とその効用

高い安全性と各認証
単回投与毒性（LD50）
皮膚一次刺激性（SSI）
連続皮膚刺激／感作性（RIPT）
光毒性／光感作性
眼刺激性（3次元）
遺伝毒性 復帰突然変異性（Ames）
ヒトパッチ試験
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大学との機能性共同研究

森の空気でヘルスケア

身体

脳 心

睡眠

抗ウイルス

認知症 ストレス

PMS

大気汚染

消臭
疼痛抗酸化
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トドマツ抽出成分の消臭効果の実証実験について

知多エッグ様鶏糞発酵棟での実証実験の様子（愛知県知多郡）
①トドマツ樹木水の噴霧
②トドマツ針葉粉体メッシュシート※の施工

※粉体のままでは使い難いため、ト
ドマツ針葉粉体を塗工したメッシュ
シートを東レと共同開発。従来品に
比較して、消臭速度4倍、40%軽
量化に成功

トドマツ樹木水は、鶏舎内散水システムを
用いて散布実験を実施。10倍希釈で2
分間噴霧を行った。

当初1000ppmを超える
アンモニア濃度（測定限界
以上）であったが、メッシュ
シート施工後、200ppm
まで低減、その後樹木水を
2分間噴霧し、40ppmま
で低減した。官能評価でも
実感できるレベルであった。
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畜産環境を取り巻く3つの社会課題

①「ニオイ」問題
畜舎については近隣からの悪臭クレーム等により、地域によっては特に豚舎・鶏舎は新築することがほぼ不可能だと言われ
ており、地方行政では死活問題と言われ、このままでは、将来需給バランスが崩れ鶏卵・豚肉等の入手はより困難になる可
能性も考えられる。

②感染制御
養鶏では鳥インフルエンザ、養豚ではPRRSや豚熱、牛コロナなど畜産業は常に病気による被害と隣り合わせであり、1つの
対策ですべてを防ぐことはできないことから、様々な対策を組み合わせて少しでもリスクを下げる対策が求められる。

③アニマルウェルフェア※
最近では、国際獣疫事務局（WOAH）の勧告もあり、家畜を快適な環境下で飼養することにより、家畜のストレスや疾
病を減らすことが重要であるとの考え方が主流となりつつある。

「トドマツ抽出成分」を用いて上記社会課題の解決を目指したい
「ニオイ」問題を解決し、「感染制御」もできる、天然トドマツの畜産環境改善剤の開発を目指す
※畜舎のニオイが低減し、木の香りがすることで、家畜のストレス低減の可能性も考えられる。
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